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高松町池の下の和気氏宅で
昭和 24年 3月 13日撮影　岡山市立中央図書館蔵（高田文庫 092.88/14-1）
明治 42年に首塚の移転を行った、和気房右衛門氏の孫の和気弘氏の家で保管されてきた埋納物を実見したときの写真です。破損
した首瓶（甕）を前に、左から和気弘氏、黒川正太郎氏、清水忠俊氏、高田馬治です。このとき高田馬治は、山上の持宝院にある
旧地への返還を提案したものの、管理が行き届かないのを案じてか承諾を得られなかったことが、写真の裏側に記されています。

清水紅夫氏とその家族を高松に迎えて
昭和 25年 5月 4日撮影　岡山市立中央図書館蔵（高田文庫 092.88/12-2）
昭和 24年に高田馬治は黒川正夫氏・清水忠俊氏と岡山県久米郡弓削町（現在は久米郡久米南町内）の清水家の別の末裔、清水紅
夫氏を訪ね、屋敷跡と墓を調査しました。翌年に一行を高松に迎え、町長以下、町の要人とともに撮影した写真です。



66

宗治公鎮魂祭（埋納後に行われた鎮魂祭で、首塚移転の由来
を高田馬治が参加者に説明しています）

（右）首塚の埋納物
埋め戻しの前に撮影された埋納物。左から、宗治の頭
蓋骨とされる骨片、擂鉢の破片、別れの酒杯とされる
土器、自刃の懐刀とされる短剣です。

首塚埋納物の埋め戻し
昭和 32年 6月 4日
岡山市立中央図書館蔵
（高田文庫 092.89/37-6, 19, 21, 10, 5, 9, 36）
埋納物は昭和 32 年の宗治祭の日に、本丸へ移転され
ている首塚の地下へ保存措置を講じた上で再埋納され
ましたが、その一部始終が記録されています。

埋納を終えて喜び合う関係者（左は作業を手伝った高松農業
高校土木科の学生たち）

首塚の埋納物を格納函に入れる清水忠俊氏

埋納部を感慨深く見つめる清水忠俊氏骨片をガラス製容器に入れる高田馬治

コンクリート製の蓋をする高田馬治
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10-3　「清水宗治公首塚関係拓本」から、
拓本 12点、写真 6点、書付 11点のうち拓本 6点
昭和 31年 11月 15日
岡山市立中央図書館蔵（高田文庫 097.28/2）
明治 42年に和気房右衛門氏らが荒廃していた山上の持宝院から
首塚を本丸跡へ移転した後、石塔の重みで陥没し骨瓶が割れたの
で和気家で保管されてきた埋納物を、孫の和気弘氏の了解で昭和
31年に調査し、作成した拓本です。これらの拓本の写真も別に
残っています。
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10-3　「清水宗治公首塚関係拓本」から、拓本
12点、写真 6点、書付 11点のうち、書付 3点
昭和 32年 11月
岡山市立中央図書館蔵（高田文庫 097.28/2）
（左）行方がわからなくなっていた短刀の断片が
骨片を消毒したとき再発見され、首塚の由来を説
明する碑文に書き足した文の草稿（2点）です。
（下）11月 16 日に行われた再埋納の作業と宗治
公鎮魂祭の予定（稿？）です。

10-3　「清水宗治　首塚之由来」
昭和 32年 11月
岡山市立中央図書館蔵（高田文庫 092.913/6-2）
首塚の埋納物を、本丸跡に移転されていた石塔の地下へ、昭和 32年に恒久
的な設備を設けて、文部省の承認のもとで再埋納しましたが、首塚に添え
て建立した碑に、高田馬治が由来を説明する文を書いた原稿です。
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１１　保存から継承へ

　戦前の高松城址の保存活動においては、特に昭和初期になると、忠臣・清水宗治の顕彰
を通じて国民精神の発展に訴えることがいわれるようになり、重要な古戦場であることか
ら軍事史研究の一環として軍の関係者からも関心を寄せられていました。
　そのような史蹟であることから皇族の来訪も多く、それぞれの機会に重要な歴史の舞台
としての史蹟の意義を広く社会に示すことが行われてきました。高田馬治は大正 15年に
摂政宮（皇太子、後の昭和天皇）の行啓を案内したあと、本書の冒頭で紹介したように昭
和 5年には陸軍特別大演習の御前講演における進講者を務め、翌々年には高松宮夫妻を城
址に案内しています。
　史蹟としての高松城址の意義は戦後になっても薄れることはなく、昭和 24年 4月 2日
にも当時の皇太子（現在の上皇）の行啓を迎え、高田馬治が現地で詳しく案内しています。
　備中高松城の保存は地域内外の多数の人々によって進められてきましたが、その中でも
大正期から昭和期にかけての時期を中心に、高田馬治が果たした役割は大きかったという
ことができます。
　昭和 40 年には、かつて高松農学校で御前講演が行われたのと同じ 11 月 16 日に、高
田馬治の胸像を設置する寿像除幕式が行われました。彼は銅像で顕彰されることを強く
渋っていたそうですが、敬慕する人々の熱意に押されて受け入れたものでした。彼の胸像
は、保存活動に多くの貢献を行った人であることから当時の文部省も史蹟内への設置を認
めており、彼が生涯を捧げた城址の中に建てられています。
　高田馬治が研究のために集めた資料やノート、原稿、写真、拓本などは、現在は岡山市
立中央図書館と岡山市埋蔵文化財センターに保管されていますが、その総数は、目録上で
は 191 項目、枝番号になったものまで細かく数えると 700 点近くに達します。それらは
高田馬治の活動を伝えているだけでなく、豊富な資料を通じて高松地域やその他の関係す
る人々が、どのようにして城址を史蹟として保存してきたかを知る手がかりとなっており、
高田馬治とその前にいた多くの人々が思いを一つにして保存を果たしてきたことがわかり
ます。
　長野川の水奉行遺跡の破壊を嘆く書き入れのある新聞記事からうかがえるように、高田
馬治の熱意は晩年になっても衰えることがありませんでした。保存に携わってきた人々の
志は、私たちの気持ちを動かし、それが未来へ継承されることを願っているように思えま
す。
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11-1　高田馬治『備中高松城水攻戦図』
年代の記載なし　39.0cm× 53.8cm
岡山市立中央図書館蔵（高田文庫 092.13/40-3）
包みの紙には、昭和 24年 4月 2日に行われた皇太子（現在の上皇）の高松城址
訪問に際して、卓上に置いて説明に用いたものとの書入れがあります。このほか
7-6 の絵図 2点と 8-2 の中の瓦片 1点も、このときに台覧に供されています。
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9-1　高田馬治「水奉行遺跡研究実測記・花房職之研究記録・秦原寺礎石古瓦散
布状況調査考古学会へ発表記事」ノートの別の頁
作成年不詳　20.4cm× 15.8cm
岡山市立中央図書館蔵（高田文庫 092.13/37）
水奉行遺跡のところでも紹介したこのノートには、昭和 24年 4月 2日の皇太子
行啓への説明に備えて事前に現地で描いたスケッチも含まれています。
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11-2　「備中高松城水攻略史（付：高松城趾懐古の歌）」
昭和 31年 5月 14日、高松城趾保興会および高松町商店会（発行）
（3つ折りパンフレットを開いた状態で）24.9cm× 53.5cm
岡山市立中央図書館蔵（高田文庫 092.13/12）
「高松城趾懐古の歌」の発表にあわせて作成されたパンフレットで、高松城址保興
会と高松町商店会から発行されています。裏面の解説文には署名がありませんが、
この１枚が高田馬治のもとで保存されてきたことと、地域の中での彼の役割を考
え合わせると、彼が担当したものかと思われます。
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11-3　「宗治饅頭の由来」、「宗治煎餅の由来」しおり　
清鏡庵（作成）、高田馬治（解説）
（饅頭）10.8cm× 15.5cm　（煎餅）11.3cm× 14.1cm
岡山市立中央図書館蔵（高田文庫 095.88/1,2）
高田馬治の資料の中で、高松城址に隣接する和菓子店、清鏡庵の栞も保存され
てきました。名物の「宗治饅頭」の栞には、高田馬治が城址の由来を記した解
説文を書いています。煎餅のほうは署名がないので清鏡庵での作成かもしれま
せんが、その志を受け継いだものです。城址を訪れた人々の思い出にと、簡潔
な中にも心づくしの説明がなされています。
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11-4　高田馬治（著）「昭和五年の御前講演　―陸軍特別大演習において―」
『紫陽』第 3号、2頁、昭和 29年 5月 25日、紫陽会（発行）所収
高田直芳氏出品資料　38.7cm× 27.0cm
「その頃の国状と、今日では大変な相違がありますので」と断りつつ、乞われて
御前講演に臨んだ時の緊迫した心境を回想した文章です。この資料は発行後に相
当の期間を経て閲覧の機会も少なくなっていると考えられるので、本書 78-79 頁
に内容を再録しました。
なお、11-4 から 11-6 までの資料と、展示の中で紹介した昭和 33年に高松農業
高校（もと高松農学校）の同じ部屋で御前講演を再話した音声記録は、孫の高田
直芳氏からのご提供です。
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11-5　高田馬治（著）『高松城の水攻』
昭和 40年 11月 16日、高田馬治先生頌徳会（発行）　21.0cm× 15.1cm
高田直芳氏出品資料
御前講演の原稿と、昭和 4年の『備中高松城水攻戦史』、および清水宗治首
塚埋納物の埋め戻しの経緯などを収録した冊子です。城址に高田馬治の頌徳
碑が建立されたときに作成されたものです。

11-6　『高田馬治先生頌徳碑建立記念誌』、
『高田馬治先生寿像除幕式概況』
昭和 40年、高田馬治先生頌徳会（編、発行）
各 21.0cm× 15.0cm
高田直芳氏出品資料
高田馬治は銅像の建立を辞退し続けまし
たが、人々の熱意に抗しきれず胸像の設
置を渋々認めました。像は史蹟保存への
貢献から当時の文部省に承認され、城址
内に建てられています。像銘の撰者は藤
井駿氏です。

『高田馬治先生寿像除幕式概況』の
口絵の一部
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備前国府の跡
撮影時期の記載なし（戦後の早い頃か？）
岡山市立中央図書館蔵（高田文庫 092.11/1）
高島村国府市場（現在の岡山市中区国府市場）の風景です。

石井山　秀吉陣地の東北端にある古墳の内部
撮影時期の記載なし
岡山市立中央図書館蔵（高田文庫 092.13/58-1）
古墳の内部、北端（左）と南端（右）の写真です。高田馬治は古代史にも関心があり、
水攻め堤防が人工の構造物と気づいたのは古墳に興味があったからでした。

楯築遺跡
撮影時期の記載なし
岡山市立中央図書館蔵（高田文庫 092.913/19-2）
倉敷市矢部に所在する弥生時代後期の遺跡です。この頃の遺跡は鬱蒼とした松林
に囲まれ、巨石が傾いて倒れかかっています。
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11-7　水奉行遺跡の破壊を報じる新聞記事
（毎日新聞）昭和 41年 11月 27日、（山陽新聞）昭和 41年 11月 28日
（図書館で製本された状態の表紙の大きさ）29.9cm× 21.2cm
岡山市立中央図書館蔵（高田文庫 092.89/36）
長野川の水奉行遺跡の一部が道路工事で破壊されたことを報じる新聞記事で
す。高田馬治が歿する 1年余り前のことですが、左下に朱字で「実に驚き入
り言葉なし」と書き入れられています。

本丸趾に佇む高田馬治
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し
ま
す
と
、
二
字
違
つ
て
い
た
と
申
し
ま
す
の
で
更
に
一
回
致
し
ま
す
と
、

今
度
は
一
字
も
違
つ
て
お
ら
ぬ
と
申
し
ま
す
。
更
に
自
分
一
人
で
暗
し
よ

う
し
て
、
完
全
に
覚
え
ら
れ
た
事
を
確
め
た
時
は
夜
も
明
け
て
太
陽
も
差

出
て
お
り
ま
す
。

　
思
え
ば
昨
日
の
昼
食
も
軍
服
を
着
換
え
る
為
に
食
は
ず
一
昨
夜
は
気
分

が
悪
く
て
食
は
ず
、
洗
面
し
て
お
茶
漬
の
飯
を
カ
キ
込
み
し
時
の
う
ま
さ
、

其
時
の
味
は
私
一
生
を
通
じ
て
最
高
最
上
の
御
馳
走
で
し
た
。

至
誠
天
に
通
ず
る
思
い

　
十
四
日
に
も
川
口
少
佐
（
後
の
少
将
）
と
共
に
、
学
校
に
行
つ
て
予
行

演
習
を
し
た
。
愈
々
十
六
日
の
当
日
が
来
た
講
演
室
に
入
ら
ん
と
す
る
と
、

金
田
大
将
が
、
高
田
君
硬
く
な
る
事
は
な
い
よ
今
日
は
親
任
官
待
遇
だ
か

ら
等
と
励
ま
し
て
下
さ
つ
た
ま
つ
ま
も
な
く
親
補
職
の
方
々
が
来
ら
れ
、

各
宮
殿
下
も
入
ら
れ
た
。
最
后
に
陛
下
が
行
幸
主
務
官
の
御
先
導
で
臨
御

に
な
つ
た
。
す
る
と
親
補
職
の
方
は
陛
下
の
後
方
数
歩
の
所
に
位
置
を
か

え
ら
れ
る
と
、
小
磯
閣
下
が
御
前
に
進
み
出
ら
れ
て
、「
之
よ
り
陸
軍
三
等

獣
医
高
田
馬
治
、
御
前
講
演
を
致
し
ま
す
」
と
申
上
げ
後
退
さ
れ
る
と
私

は
御
前
数
歩
の
所
に
一
歩
進
め
「
謹
み
て
高
松
城
の
水
攻
に
つ
い
て
申
上

ま
す
」、
と
申
し
ま
す
と
、
陛
下
は
軽
く
御
会
釈
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
油
絵
や
要
図
の
軸
物
を
指
し
つ
つ
、
二
十
五
分
間
言
上
し
た
の
で
あ
り

ま
す
。

　
陛
下
は
終
始
不
動
の
御
姿
勢
に
て
、
時
々
私
が
図
に
対
し
て
位
置
を
か

え
ま
す
と
、
半
右
又
は
半
左
に
向
わ
せ
ら
れ
一
句
一
句
御
首
肯
を
さ
え
賜

わ
つ
た
の
で
し
た
。
私
は
心
の
不
安
も
な
く
只
一
度
「
隆
景
」
と
云
う
べ

き
を
「
元
春
」
と
間
違
つ
て
、
直
ち
に
訂
正
し
た
だ
け
で
し
た
。
そ
れ
で

い
て
陛
下
は
薄
雲
の
彼
方
に
居
ま
す
様
で
、
ハ
ツ
キ
リ
と
今
に
思
い
出
せ

ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。

　
終
る
と
親
補
職
の
方
は
元
の
位
置
に
復
し
、
一
同
最
敬
礼
中
に
陛
下
は

御
退
場
に
な
り
ま
し
た
。
一
戸
大
将
と
小
磯
少
将
も
涙
が
出
て
出
て
と
ハ

ン
カ
チ
で
涙
を
ふ
い
て
居
ら
れ
ま
し
た
。
後
で
私
に
陛
下
の
御
立
ち
の
所

に
立
て
と
申
さ
れ
、
そ
の
後
に
一
戸
大
将
、
小
磯
少
将
本
川
大
佐
が
立
た

れ
て
少
時
待
つ
て
お
り
ま
す
と
、
奈
良
大
将
が
包
物
を
他
の
者
に
持
た
せ

て
来
ら
れ
、
ボ
ン
の
ま
ま
受
取
ら
れ
て
、「
陛
下
は
殊
の
外
御
満
足
に
思
召

さ
れ
た
の
で
御
菓
子
を
下
賜
相
成
る
か
ら
」
と
差
出
さ
れ
ま
す
。
私
は
誠

に
あ
り
が
と
う
存
じ
ま
す
宜
敷
く
御
礼
の
言
上
を
御
願
致
し
ま
す
と
申
し

ま
す
と
、
ど
う
も
御
目
出
度
う
と
申
さ
れ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。

変
遷
の
二
十
五
年

　
其
後
幾
組
か
の
現
地
講
演
を
な
し
、
日
暮
る
頃
帰
宅
す
る
や
、
玄
関
で

待
ち
に
待
つ
た
家
族
の
者
に
、
御
大
任
を
果
さ
れ
て
御
目
出
度
う
と
迎
え

ら
れ
た
と
き
、
心
の
ゆ
る
み
が
出
来
て
か
、
涙
が
止
め
ど
も
な
く
流
れ
ま

し
た
。
十
三
日
の
夜
決
意
し
た
机
の
前
に
座
し
て
、
神
仏
や
私
の
為
に
心

配
し
て
下
さ
つ
た
方
々
に
感
謝
の
合
掌
を
致
し
、
な
き
両
親
の
位
は
い
の

前
に
本
日
の
光
栄
を
報
告
し
、
初
め
て
も
と
の
私
に
か
え
り
ま
し
た
。

　
思
い
出
せ
ば
早
二
十
五
回
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
当
時
の
方
々
で
は
、

奈
良
大
将
、本
川
少
将
、池
田
卓
蔵
獣
医
少
将
位
で
残
り
少
く
な
り
ま
し
た
。

毎
年
十
一
月
十
三
日
の
夜
と
、
十
六
日
と
は
私
の
一
生
忘
れ
得
ぬ
感
激
最

高
の
歴
史
で
あ
り
ま
す
。

＊
昭
和
二
九
年
五
月
二
五
日
に
紫
陽
会
か
ら
発
行
さ
れ
た
会
報
紙
『
紫
陽
』

第
三
号
の
二
頁
（
裏
面
）
に
、
編
集
に
あ
た
っ
た
山
根
と
い
う
人
か
ら
請

わ
れ
て
高
田
馬
治
が
昭
和
五
年
の
御
前
講
演
の
と
き
の
事
情
を
回
想
し
、

執
筆
し
た
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
展
へ
孫
の
高
田
直
芳
氏
か
ら

提
供
い
た
だ
い
た
こ
の
資
料
を
、
同
氏
の
許
諾
を
得
て
再
録
し
ま
す
。

＊
濁
点
や
句
読
点
の
脱
落
が
あ
り
、
表
記
の
不
統
一
も
み
ら
れ
ま
す
が
、

明
ら
か
な
誤
植
の
ほ
か
は
原
文
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
す
。

＊
小
見
出
し
は
編
集
で
付
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
え
な
く
は
な
い
と
思
わ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
す
。

＊
本
文
の
前
に
あ
っ
た
編
集
者
の
文
は
省
き
ま
し
た
。
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え
て
い
て
申
上
げ
る
様
に
余
り
カ
タ
ク
な
ら
ぬ
様
に
と
注
意
さ
れ
ま
し
た
。

必
死
の
努
力
を
続
け
る

　
私
は
冷
汗
が
背
を
流
れ
ま
す
、
目
は
ク
ラ
ム
様
で
何
と
も
云
い
知
れ
ぬ
責

任
を
痛
感
し
ま
し
た
。
斯
く
て
あ
る
べ
き
に
あ
ら
ね
ば
、
油
絵
の
額
や
要
図

の
懸
軸
を
も
つ
て
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
途
中
吉
備
津
神
社
の
前
で
、
此
の

大
任
を
果
さ
し
て
頂
き
ま
す
れ
ば
、
私
の
命
を
差
上
げ
ま
す
か
ら
と
御
祈
り

を
致
し
て
学
校
に
参
り
準
備
を
す
ま
し
て
、
学
校
を
ふ
り
返
り
見
つ
つ
、
或

は
こ
れ
が
見
納
め
に
な
る
の
か
も
知
れ
ぬ
と
合
掌
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
其
夜
本
川
大
佐
と
池
田
卓
蔵
閣
下
と
宅
に
来
ら
れ
て
、
家
内
も
混
え
て
予

行
演
習
を
致
し
ま
し
た
が
、
雑
念
が
出
て
来
て
仲
々
よ
く
で
き
ま
せ
ぬ
。
本

川
大
佐
が
高
田
君
は
先
日
来
、
よ
く
寝
て
居
ら
ぬ
様
で
あ
る
か
ら
、
今
夜
は

十
分
に
眠
つ
て
明
日
か
ら
、
奥
さ
ん
が
、
よ
く
見
て
あ
げ
る
様
に
と
い
つ
て

帰
ら
れ
ま
し
た
。

　
頭
は
カ
ン
カ
ン
す
る
。
読
め
ば
よ
い
と
思
ふ
て
も
雑
念
が
先
に
出
る
。
頭

が
熱
し
て
い
る
か
ら
だ
と
、
風
呂
場
に
行
つ
て
水
ゴ
リ
を
と
つ
た
。
幾
度
か

床
の
上
に
あ
る
軍
刀
に
目
を
注
い
だ
が
、
勝
手
な
自
由
の
許
さ
れ
る
私
で
は

今
は
な
い
が
、
と
て
も
で
き
え
も
し
な
い
。
事
終
つ
て
後
、
何
処
で
自
決
す

る
か
・
・
・
家
族
は
如
何
な
る
だ
ろ
う
・
・
・
等
と
、
そ
ん
な
事
の
み
が
次

か
ら
次
え
と
浮
ん
で
来
る
。

　
読
め
、
読
め
、
読
め
ば
よ
い
の
だ
、
と
又
し
て
も
読
み
か
け
る
が
、
一
頁

読
ま
ぬ
間
に
、
も
と
の
雑
念
が
起
つ
て
来
て
し
か
た
が
な
い
。
最
早
致
し
方

な
い
両
手
で
頭
を
支
え
ひ
じ
を
つ
い
て
、
八
百
万
の
神
々
を
念
じ
静
か
に
め

い
も
く
し
て
い
る
事
数
分
、
突
然
戦
リ
ツ
を
起
し
殆
ん
ど
座
し
て
お
れ
ぬ
位

で
し
た
。

　
や
つ
と
元
に
復
し
た
時
、
目
を
開
く
と
電
燈
は
明
る
く
光
り
、
頭
は
全
く

空
虚
で
、
雑
念
も
起
り
ま
せ
ぬ
。

雑
念
全
く
消
へ
さ
る

　
唯
の
暫
く
で
も
此
間
に
読
ま
ん
と
読
み
か
け
ま
し
て
も
、
他
の
何
も
の
も

混
入
し
ま
せ
ぬ
為
に
、
次
か
ら
次
え
と
ハ
ツ
キ
リ
脳
に
刻
み
こ
む
様
に
覚
え

ら
れ
ま
す
。
一
回
二
回
繰
返
し
て
読
み
ま
す
と
、
よ
く
覚
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
愈
々
暗
誦
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
家
内
を
二
階
に
呼
ん
で
予
行
致

高
田
馬
治
（
著
）「
昭
和
五
年
の
御
前
講
演
　

―
陸
軍
特
別
大
演
習
に
お
い
て
―
」

　
山
根
さ
ん
か
ら
御
前
講
演
の
思
出
を
書
け
と
の
御
申
つ
け
が
あ
り
ま
し
た

が
何
分
そ
の
頃
の
国
状
と
、
今
日
と
で
は
大
変
な
相
違
が
あ
り
ま
す
の
で
、

書
く
べ
き
か
、
書
か
ざ
る
べ
き
か
と
思
案
い
た
し
ま
し
た
が
、
意
を
決
し
て

当
時
骨
に
銘
じ
た
其
侭
を
か
く
事
と
い
た
し
ま
し
た
。

辞
退
ゆ
る
さ
れ
な
い

　
昭
和
五
年
八
月
八
日
夜
、
本
川
岡
山
れ
ん
隊
区
司
令
官
か
ら
一
寸
来
い
と

の
事
で
行
く
と
今
秋
の
特
別
大
演
習
に
当
り
、
御
前
講
演
の
候
補
者
に
な
つ

て
い
る
の
で
、
高
松
城
の
水
攻
に
つ
い
て
二
十
五
分
間
位
で
申
上
得
る
様
な

案
を
書
い
て
出
す
様
に
と
の
命
令
が
あ
つ
た
。

　
私
は
そ
の
器
で
な
い
し
、
尚
大
正
五
年
五
月
二
十
一
日
に
摂
政
宮
と
し
て
、

御
行
啓
の
節
御
前
に
呎
尺
し
た
事
も
あ
る
の
で
、
適
当
の
方
を
御
選
び
下
さ

る
様
に
と
、
御
断
り
し
た
の
で
す
が
、
た
つ
て
の
命
令
で
、
案
を
書
い
て
出

す
事
と
致
し
帰
ら
ん
と
す
る
と
、
本
川
大
佐
が
此
事
は
軍
の
秘
密
だ
か
ら
、

家
族
の
者
に
で
も
も
ら
し
て
は
な
ら
ぬ
と
注
意
さ
れ
た
。

　
帰
る
や
家
内
が
何
の
御
用
で
し
た
か
と
、
心
配
顔
で
聞
く
の
で
す
。
私
は

偽
り
も
云
え
ず
、
さ
り
と
て
云
え
も
せ
ぬ
の
で
、
云
う
限
り
で
な
い
と
む
し

暑
い
二
階
に
上
つ
て
、
早
速
案
を
か
く
準
備
に
か
か
つ
た
。
家
内
は
此
の
暑

い
の
に
は
か
ま
を
つ
け
羽
織
ま
で
着
て
・
・
・
・
浴
衣
に
着
か
え
て
な
さ
れ

ば
よ
い
の
に
と
申
し
ま
す
の
で
、
マ
ア
そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
よ
い
、
用
事

が
済
む
ま
で
上
つ
て
来
る
な
と
命
じ
、
大
体
の
骨
子
を
か
き
上
げ
ま
し
た
。

家
族
の
健
康
調
査

　
爾
後
幾
度
か
案
を
練
つ
て
持
参
し
た
の
で
し
た
。
十
月
三
十
日
教
育
勅
語

発
布
記
念
日
に
、
愈
々
私
が
御
前
講
演
者
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
で
、
家
族

の
者
は
疑
問
が
初
め
て
解
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
の
留
守
中
、
警

察
か
ら
来
て
色
々
と
調
査
さ
れ
、
父
母
、
祖
父
母
は
何
病
で
死
ん
だ
か
、
何

才
で
あ
つ
た
か
、
何
れ
も
老
病
で
七
十
乃
至
八
十
才
以
上
で
あ
つ
た
と
申

し
ま
す
と
、
神
経
系
統
の
病
気
の
有
無
、
病
弱
者
の
有
無
、
現
に
病
人
が

居
る
か
等
と
問
は
れ
ま
す
の
で
、
何
れ
も
健
康
で
あ
る
事
を
答
へ
ま
す
と

更
に
、
子
供
の
学
校
や
家
の
事
を
根
掘
葉
掘
り
き
か
れ
た
り
、
医
師
が
来

て
種
々
の
検
査
を
せ
ら
れ
る
の
で
、
心
配
で
な
ら
な
か
つ
た
と
申
し
て
居

り
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
三
日
小
磯
軍
務
局
長
の
前
で
、
予
行
演
習
を
す
る
事
に
な
つ

た
の
で
す
が
場
所
が
師
範
学
校
講
堂
で
軍
の
司
令
部
で
あ
る
し
、
ま
る
で

物
置
の
様
に
机
は
散
乱
し
て
居
り
ま
す
。
僅
か
な
時
間
が
あ
り
ま
し
た
か

ら
、
机
を
片
付
け
掃
除
を
一
人
で
や
つ
て
居
る
と
、
予
定
の
午
後
一
時
が

迫
つ
た
の
で
、
大
急
ぎ
帰
宅
し
軍
服
に
着
か
え
て
行
く
と
、
最
早
関
係
の

方
々
が
来
て
居
ら
れ
ま
す
。

予
行
演
習
の
苦
慮

　
一
時
に
な
る
と
同
時
に
小
磯
閣
下
が
来
ら
れ
て
、
一
番
に
広
島
県
の
坂

下
中
尉
が
備
後
歴
史
の
一
部
に
つ
い
て
を
十
分
間
程
に
ウ
マ
ク
ま
と
め
て

話
し
を
さ
れ
ま
し
た
。
次
は
私
の
番
で
あ
り
ま
す
其
の
時
、
私
は
時
間
に

間
に
合
は
ぬ
か
を
掛
念
し
、
掃
除
を
し
た
り
、
軍
服
を
着
換
え
た
り
、
い

ろ
い
ろ
と
心
を
く
ば
り
、
平
静
を
欠
い
て
居
た
為
、
全
く
硬
く
な
つ
て
居

て
ス
ラ
ス
ラ
と
出
て
参
り
ま
せ
ん
。
小
磯
閣
下
は
案
を
手
に
し
て
そ
れ
を

見
つ
つ
聞
い
て
居
ら
れ
ま
す
。
其
方
に
も
気
を
取
ら
れ
て
、
大
切
な
事
を

落
し
ま
し
た
。

　
気
が
つ
い
て
、
あ
れ
を
落
し
て
は
・
・
・
と
ど
こ
に
入
れ
る
か
と
思
い

つ
つ
進
ん
で
い
る
と
、
ま
た
落
す
の
で
遂
に
案
と
は
大
分
違
つ
て
来
た
の

で
し
た
。
小
磯
閣
下
は
案
を
机
の
上
に
置
き
、
目
を
閉
ぢ
て
聞
か
れ
ま
し

た
。
二
十
五
分
程
の
時
間
が
来
ま
し
た
の
で
、ま
と
ま
り
は
つ
か
ぬ
ま
ま
に
、

ま
と
め
て
終
り
を
告
げ
ま
し
た
。

　
す
る
と
小
磯
閣
下
が
、
皆
さ
ん
解
り
ま
し
た
か
・
・
・
高
田
君
は
余
り

詳
し
く
知
つ
て
い
る
の
で
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
思
ふ
て
、
遂
に
ま
と
ま
り

が
つ
か
な
か
つ
た
様
で
あ
る
。
陛
下
は
御
耳
が
肥
え
て
い
ら
れ
る
。
若
し

意
味
の
解
ら
ぬ
事
を
申
し
上
げ
る
と
、
今
後
御
前
講
演
は
、
御
取
止
め
に

な
る
か
も
知
れ
ぬ
そ
れ
は
責
任
の
及
ぼ
す
所
重
大
で
あ
る
。
沢
山
の
事
を

申
上
る
必
要
は
な
い
、
ま
だ
三
日
あ
る
か
ら
、
此
案
の
通
り
を
、
よ
く
覚
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